
0

壁
晶
は

e
を
主
両
と
し
た
結
晶
に
澱
も
普
通
は
見
ら

れ
t

o
を
饗
晶
両
と
し
た
透
入
集
晶
で
あ
る
.

(
第
二

図
0
)

終
身
に
和
枚
関
を
賜
っ
た
於
原
先
生
､
模
本
h
l貸
輿

さ
れ
且
種
々
御
致
示
に
興
っ
た
中
村
先
生
及
び
竹
原
平

1
氏
に
探
-
威
謝
の
意
を
表
す
る
0(昭

利
九
年
三
月
廿
三
日
)

備

後

の

名

勝

下

面

鐸

峡

目

次

概

放

て

地
形

二
'
地
封

備
後
の
名
跡
下
帝
粋
鵬

各

課
青

野

益

見

-
･
永
新
の
仙
鵬
へ
叫
‥
御
神
器

竪

hJ

五
七



地

拭

二
､
永

新
の
-

{叫
㌫

榊

三
'
他

用
の
=;

峡

参
考
囲

碁

妨

二
十

一
怨

概

説
E
､
地

形

砕
秤
峡
は
備
後
の
牝
砕
鐸
毒
を
流
る
J
酔
梓
川

(
疏

軍

7人
粁
)
の
谷
の
称
名
ほ
て
､
比
婆
碑
石
爾
郡
に
属

し
.
概
ね
育
塾
代
石
悉

石
よ
-
成
立
す
｡
此
峡
は
帝
樺

術
及
堰
堤
は
依
て
上
中
下
の
三
城
は
分
つ
｡
其
中
城
は

既
に
大
正
十
二

年名
勝
は
指
定
n
れ
碑
樺
地
方
及
神
髄

湖
の
二
院
(
会
長

一
二
粁
)
は
分
つ
'
其
下
城
は
輩
は
於

で
､
甫
酉
流
入
の
革
木
川
を
各
せ
兼
城
川
に
注
ぐ
､
其

上
牛
部
即
ち
堰
堤
禦

耶
間
は
両
岸
倒
立
の
泥
峡
を
形
成

す
｡
こ
れ
所
謂
下
辞
秤
峡
に
て
'
碑
石
郡
永
渡
新
坂
両

肘
は
属
し
名
勝
閲
は
封
時
す
｡
下
帝
粋
峡
は
牛
途
酉
よ

与
凍
る
岩
屋
谷
川
を
合
せ
､
後
者
も
亦
其
下
流
に

7
峡

谷
を
成
す
.｡
こ
れ
等
は
千
古
自
然
の
大
峡
谷
に
て

懸

崖
閲
峯
某
峯
沫
縛
奔
漸
及
洞
霜
等
の
秀
且瓜
至
る
所
は
甫

第
六
兆

琶

ハ

五
八

出
し
て
麿
接
に
達
意
-
.
帝
碍
地
方
及
翻
龍
湖
畔
の
静

且瓜
を
凌
鶴
す
る
TP
の
あ
わ
で
帝
秤
晩
年
殊
に
東
軍
の
地

位
計
青
む
｡
此
峡
は
堰
堤
下
の
峡
底
標
高
三
三
〇
米
に

起
カ
､
和
宗
の
峡
底
二
九
〇
米
は
終
る
､
其
差
高
四
〇

米
に
過
ぎ
ざ
る
も
.
其
長
講
五
･
二
五

〇
粁
(
1
旦
十
二

町
)
は
蓬
す
｡
乙
聖

二
部
に
分
ち
､
上
部
¥
氷
新
の
曲
峡

(
永
新
は
永
披
新
坂
村
の
略
)､
中
部
¥
氷
新
の
直
峡
､

下
部
を
機
尾
の
曲
峡
と
分
析
す
｡
雨
曲
の
間
に

1
直
を

挟
む
こ
れ
此
峡
の

山
特
色
在
り

(名
栴
笹
の
砕
揮
峡
に

っ
い
て
は
鹿
島
牒
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
骨
普

及
地
糊
教
材
研
究
第
五
第
七
輪
は
記
越
す
)

0

こ
､
地

質

此
峡
の
左
右
南
緯
は
概
ね
白
色
石
衣
岩
の
断
崖
絶
壁

む
な
し
'
和
束
方
面
に
於
で
倭
に
扮
岩
の
噴
出
を
見
る

に
過
ぎ
ず
｡
永
新
曲
峡
東
方
の
連
嶺
は
永
新
ア
ル
プ
ス

あ
-1
､
其
兼
方
に
(
新
坂
)
六
個
の
ド
グ
-
ネ
及
洞
窟
あ

み
｡
又
此
曲
峡
北
方
の
立
石
両
方
面
(
永
濃
)
に
は
十
二

佃
の
ド
リ
ー
ネ
あ
ら
｡
又
此
曲
峡
南
方
の
父
原
馬
乗
場
･

弓
場
艮
和
田
(
永
涯
)等
ほ
は
洞
窟
及
ド
リ
ー
ネ
の
春
す



備
筏
の
哉

iy
.i
帝
押
映

､ーヽ
一
メ′ヽ
一

九 :-I;J/rP..L･

節 岡

F 骨 liTT一 峡 間

u一 一一m -'''t'',:;'･･l'l;:･J..

▼●
ヽヽ _
:.皇.
l -.す..!･

～:;湖 '(I-i:･'亙

Iヽ←′'~~l~1.>'･
'J ,･.タ

.メ

.一

.′
J

I

iht '',.,-･iT' 'iこ.__/

r.;:.

Tlj,'f FI'ぶ ･､

,･:I:T･押 云 lJ ･:.I I:I.lftt

'･ /J互･/
･ 1 u_J■ ●lt l

定 格 _.,I,= I,I,●･ナ叫p1F'こ>t.

∫ i ＼

二 ･.:' '. tf-･:-.:'㍉ .,∴

ま す 品 .:.,AT･～ A.
･
;

.
J1

.

.

一r
｣
･
.

･
.

.

.::.;
I(
:･.':
;..,,iI;
.･.

†

L
.
A
-

.

_■4.-

■,
_



地

球

節
二
十

山
容

る
も
の
十
有
飴
に
逢
す
｡
此
等
ド
リ
ー
ネ
ほ
注
ぐ
水
及

洞
窟
の
水
は
悉
-
此
曲
峡
に
流
用
す
｡
次
は
永
新
直
峡

に
は
左
岸
は
近
-
須
床
猿
畑
の
ド
リ

ー
ネ
あ
-
'
又
峡

中
ほ
は
数
個
の
洞
笛
あ
ら
で
天
川
洞
最
も
着
る
.
次
に

埋
屈
曲
峡
に
は
洞
餌
及
ド
リ
ー
ネ
の
春
す
る
も
の
少
覆

し
｡
要
之
此
峡
は
最
下
部
少
許
の
外
は
悉
-
石
衣
岩
に

て
組
成
せ
ら
れ
､
両
岸
は
接
す
る
蔓
地
上
幾
多
ド
リ
ー

ネ
の
地
下
水
は
此
峡
は
対
し
多
-
の
洞
窟
を
形
成
し
地

下
美
伏
在
の

一
特
色
を
有
す
｡
荷
雨
季
に
は
ド
リ
ー
ネ

及
洞
瑞
を
通
じ
て
峡
水
の
噂
加
著
し
と
云
ふ
.

各

詑

叫
'
永

新

の

曲

峡

こ
れ
堰
堤
直
下
牛
船
脚
の
屈
曲
部
ほ
て
p
其
長
塁

一

三
〇
〇
米
(
二
十

1
町
)あ
,タ
｡
此
曲
峡
の
方
向
を
通
児

す
る
は
'
其
前
車
は
北
五
〇
度
東
～
南
五
〇
度
酉
に
'

其
後
輩
は
北
六
〇
度
酉
-
商
六
〇
度
兼
は
走
る
｡
堰
堤

附
鑑
の
岩
石
が
北
三
〇
度
束
の
走
向
堅
不
す
も
の
あ
る

は
前
車
の
走
向
に
略

々
l
致
す
る
を
見
る
.
此
峡
は
評

に
観
察
す
れ
ば
小
屈
曲
夢
多
な
み
t
fJ
れ
岩
石
圏
面
の

節
六
眺

望

八

六
〇

胡
交
る
も
の
あ
わ
流
水
此
碑
隙
の
射
線
を
浸
翻
し

て此

峡
流
を
形
成
せ
る
ほ
依
る
.
,iSfに
河
床
及
峡
壁
の

勝景

薦
出
す
｡

イ
'
前

車

の

丑

堰
場

乙
は
山
陽
中
央
水
力
電
束
骨
融
が
峡
谷
を
堰

止
め
て
水
準
む
高
め
水
電
む
起
せ
L
殻
備
に
で
､
幅

一

二
｡
七
兼
の
最
狭
河
底
h
t堰
-
､
其
幅
四
五
･五
米
'
償

幅
六
｡四
米
､
高
n
五
四
･五
米
(額
六
米
槍
集
の
計
塞
)､

乙
･J
に
帥
親
潮
を
覆
す
｡
大
鉄
管
三
個
の
中
共
二
を
使

用
し

て
堰
堤
外
側
の
貯
水
槽
は
速
水
し
､
更
は
rJ
J
よ

タ
五
二
ハ
粁
の
随
道
を
経
て
､
落
命
磯
電
所
に
法
力
四
千

キ
ロ
ワ
ッ
ト
登
竃
の
用
に
供
す
｡

此
堰
堤
上
に
放
挿
せ

ば
'
湖
上
に
於
け
る
客
船
の
社
裸
と
E
T,騰
在
る
狗
賓
獄

の
秀
峰
と
を
望
み
､
又
堰
堤
直
下
の
吸
瑞
相
は
低
-
階

-
蟻
に
狭
窄
た
る
深
峡
の
連
は
横
み
､
相
封
の
吸
璃
縁

の
大
除
塵
は
近
-
遮
立
墜
落
の
雄
姿
を
衷
は
す
O
か
ゝ

る
崇
高
傍
恰
偉
大
の
批
観
は
賓
は
金
峡
中
の
第

一
位
を

JiIひ
0

破
璃
塩

前
者
に
接
し
左
岸
に
饗
立
す
､
高
rb
常
飲



米
帖
之
に
通
ふ
t

n
色
の
大
岩
鴨
は
絶
緋
に
松
帆
を
戴

き
水
lg
に
粧
-
作
に
紋
樹
h

.九
㌧
父
岬
附
に
は
展
柵
湖

粧
し
炊
人
雄
姿
の
日
代
美
を
裳
伸
す
｡

破
璃
淵

前
者
に
接
し
略
々
無
形
む
な
す
､
幽
遥
紺

的
(
稚
さ
十
二
米
に
適
し
'
戯
潮
流
の
極
限
と
な
す
'
桝

謂
断
魚
淵
な
ヶ
｡
此
附
妃
鯛
状
ポ
次
岩
故
紙
飾
歳
化
小

の
存
加
を
見
る
｡

堰
堤
轍

右
:-.ii
佃
折
部
に
陀
立
す
.
高
さ
市
米
帖
炊

く
之
に
化
す
｡

n
壁
の
'刑は
亦
練
樹
茂
少

､
其
面
に
は

所
々
に
蚊
帳
を
縫
ふ
練
樹
林
和
し
'
流
水
は
涼
々
共
脚

>
L.維
ふ
0

セ
ナ
コ
ス
リ
淵

3'S
者
に
次
ぎ
右
･:.1i
Iこ
仰
推
す
｡
岩

鞭
の
水
ーこ
接
す
る
桝
日
蝕
を
受
け
粍
-
対
人
の
命
態
を

日
下
す
る
rJ
と
滋
止
水
.
岩
代
の
絃
樹
は
森
々
彰
茶
的
1二

に
投
影
し
似
る
幽
玄
を
棲
む
｡

釣
鐘
岩

右
…-ii
屈
曲
部
ーこ
帖
立
す
､
其
形
釣
錨
ーこ
似
た

-
故
に
名
づ
-
｡
高
rJ三
五
凍
'
光
軸
及
尖
岩
は
龍
城

に
此
す
べ
し
｡
岩
両
に
は
醇
院
を
充
た
す
異
柏
其
他
の

練
樹
並
ーこ
風
水
泣
付
の
奇
借
存
L
t
妃
に
ょ
-
其
解
姿

備
後
の
名
跡
下
帝
押

映

h
t飾
る
｡
此
附
妊
粘
竹
合
ポ
水
川が
称
在
す
｡

柵
.
i

二

村

釣

錨

岩

(
れ

i
e
)

宇
部
田
宮
士

左
…11
の
屈
曲
部
に
冨
士
の
解
姿
を
よ

す
｡
紘
樹
よ
-
繁
花
す
る
も
何
々
に
〓
岩
の
落
川
あ
-

て

一
般
の
丑

趣
を
加
ふ
｡
高
rJ
lf
入
C
米
に
適
す
｡

扇
場
獄

前
者
に
損

き
亦

朋
曲
邦
に
弔
ゆ
る
尖
峯
に

壬
向
rJ:i-
飲
水
あ
-
尖
頭
錐
樹
を
冠
し
､
こ
J
よ
-
垂

れ
の
大
裂
船
は
此
峯
の
中
央
を
縦
走
し
て
清
紺
に
入
る

E
完

六
一



地

政

節
二
十

1
番

の
奇
観
富

ま
す
.
練
樹
牡
白
壁
の
所
々
を
鮎
渡
し
て
美

観
を
添
ふ
｡

扇
場
淵

前
者
は
接
す
る
晴
淵
､
長
さ
五
五
米
は
揺

す
p
水
涯
は
弧
状
を
な
し
､
fJ
J
に
終
る
眉
場
縁
の
小

梨
植
十
数
個
は
流
水
の
浸
蝕
を
受
け
て
孔
を
穿
ち
奇
態

を
量
す
.

た
て
いし

立

石

城

批
(
小
岩
城
枇
)

前
者
を
隔
つ
少
許
の
着
岸

は
衣
占
.
大
岩
壁
の
頂
上
寧
領
地
rJ
れ
夜
-
､
rJ
を
中

心
と
し
数
個
の
樋
(側
谷
)
あ
わ
､
基
地
と
峡
底
問
の
社

兼
に
健
在
み
.
軍
事
の
用
に
供
せ
し
か
､
城
枇
よ
み
約

一

〇
〇
米
を
隔
て
絶
壁
の
上
に
殿
戚
屋
敷
と
栴
す
る
,P
の

あ
も
｡
さ
れ
ど
此
等
史
歯
の
明
か
夜
ら
ざ
る
と
憾
む
｡

丸
淵

前
者
よ
カ
少
許
は
あ
冬
｡
形
態
圃
-
椅
浮
鑑

む
べ
し
.

宵
ダ
淵

前
者
を
去
る
少
許
に
あ
ら
.
イ
ダ
多

き
に

ょ
少
名
づ
-
､
長
n
l
T七
光
､
幅
七
光
｡

六
郎
蜜
獄

前
者
よ
少
少
許
の
左
岸
に
峰
つ
尖
峯
,

其
雄
姿
方
は
届
場
獄
に
穿
昇
た
み
｡

六
郎
谷
淵

前
者
に
接
す
､
長
n
五
五
米
､
幅
九
米
,

節
大
紋

冥

〇

六

二

探
十
兼
｡
水
涯
亦
轡
入
､
膏
藍
の
長
軸
よ
-
水
泳
に
適

す
､
涯
止
の
譲
葦
樫
等
淵
上
を
覆
以
て
幽
蓬
を
加
ふ
,

鰻
多
し
｡

.
黒
瀬
淵

･前
者
を
隔
つ
少
許
の
右
岸
に
在
-

清
水

清
々
奔
騰
し
衆
力
紺
薯
渦
巻
-
｡
此
淵
上
の
平
坦
地
は

所
謂
殿
様
屋
敷
春
す
｡

せ
い
ぎは

漕

淳

淵

前
者
よ
ケ
少
許
の
左
岸
に
偏
在
す
｡
水
涯

は
弧
状
を
覆
し
小
孔
を
穿
ち
流
水
浸
蝕
の
跡
を
認
む
.

長
n

二

〇
米
､
幅

一
三
米
､
情
水
漫
々
淡
々
輝
を
な

す
｡
涯
上
に
は
白
色
奇
岩
の
墜
落
状
を
量
す
る
も
の
､

樋
状
を
覆
す
も
の
あ
-,/

緑
樹
森
々
亦
其
上
を
飾
･ct参

差
枝
を
交

へ
で
淵
上
に
投
影
し
､
備
日
精
挿
静
寂
の
幽

淵
た
み
｡
さ
れ
ば
冬
季
鴫
衆
の
群
を
覆
す
と
云
ふ
｡
此

水
更
に
右
崖
に
晒
流
し
清
々
捺
々
奔
瀬
を
覆
す
｡
之
を

●
●
●

晴
樺
尻
と
名
づ
く
｡

立
石
轍

前
者
を
去
る
少
許
の
着
樺
に
幡
立
す
る
尖

峯
｡
風
辛
鎗
-
立
石
の
如
し
故
に
名
づ
く
0

水
落

右
岸
背
後
の
轟
地
よ
少
凍
る
流
水
の
落
下
す

る
も
の
ほ
て
側
面
鋸
の

1
意
力
､
此
流
路
に
七
瀧
腰
み
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乙
は
其
最
終
の
も
の
は
J<
す
｡
早
天
時
に
は
水
A
J見
ざ

る
乙
と
あ
る
も
'
降
雨
時
の
牡
鴨
は
自
龍
の
轟

古
_こ
似

たかと云1P.域湯水は長
n
ll
O
米
誓

玉
.
五

米の席珊水落滑に
桂LJ｡

戸学
の弼城駄
右岸の尖峰-こて
立
石
峰
と
頼
並

び其中河
の水幕に
て賄
つ｡井上牛
は
耗
耕
濃
か
_

下牛
は岩
壁白-表れ､共面
暮こ数個
の
洞
有
あ
-
て

]養化と輿ふ.
乙は立石方面存在
の
ド
,
-
ネ
に
'

連鎖す｡水狸tこ壊し耗耕散鼓し水軽
の
讐
入
及
穿

孔

と胡待ち水落淵に
対し
)段
の息女
を
添
A
t
岩

壁

の
下
部

I

こ近-河段丘存し昔時河足
の
跡
･笠
不
す

も

の
あ

4
｡

金

高
百

合

米

'碓件
の見
辛
を
量
す
｡
城
虻

は
頂

上

の
卒

現

地
_こ
あ

る
も

史
真

束
だ
明
か
な
ら

ず
｡

再
も

遍

右

岸

に
偏

在

す

'

洞

溝
湧
出
の
清

水

は
浪

々
と

し

て
滑

水

1
.注
ぎ

兼

か
頗

る

水
量
を
加
ふ
O

l
互

岩

井
繰

遺

-こ
峰

立

し
岩

上

に

は
集

材
茂
44
滑
水
と
相
収

じ

更

に

1
段

の
滞
糞

と

脅

す

｡

此

滑

直
上
の
尖
峰
と
雨

か

料

と

云

ふ
､

長

赤
練

白

の
美

観

A
J
有
す
.

軒

桁

前

者

A
J
併

つ

る
少

許

の

右

岸
に
在
4
･
乙
は

徽
象
の
名
■
下
響
雷
《

傭
谷
の
上
に
慮
る
二
等
遺
三
角
形
の
大
石
門
た
A
t
共

産
鐘
九
兼
､
.善

さ
及
長
さ
共
暮
777大
栄
に
鍵
も
'
共

石
円
上
に
は
鶏
蜂
あ
4
.
賃
に
雄
妻
壮
大
の
騰
貴
衣
A

帝
糟
糠
蛇
は
上
-こ
唐
円
あ
-
'
下
暮こ
此
石
門
あ
A
爾
々

粕
噂
す
○
此
鹿
田
は
磨
E
:と
共
に
背
後
よ
-
石
女
着
e
･

製
錬
A
J浸
蝕
せ
し
淡
水
の
作
用
托
墓
-
も
の
な
さ
｡
舟

此
石
門
の
下
に
帝
繁
あ
-
人
望
二
億
と
有
す
｡

雷
鴨
遍

前
者
よ
-
少
杵
､
背
後
幕
義
の
集
嫌
が
右

許

三

t

霧

降

儀

素
7

大

Pl



地

球

鰐
二
十

山
呑

岸
は
醇
ぐ
朗
は
懸
る
｡
樹
林
の
中
布
引
の
白
海
高
-
潜

み
､
湛
水
艦
魔
に
梱
れ
て
飛
散
し
､
或
は

7
激
し
で
両

と
怒
ら
.
再
激
し
で
霧
と
在
る
､
故
は
此
名
あ
-
｡
瀧

東
は
充
分
凝
達
せ
ず
.
幼
年
期
側
面
藩
の
好
例
カ
タ
｡

此
梶
は
水
落
と
同
じ
-
早
天
時
水
h
'児
ざ
る
乙
と
あ
る

也
.
永
覚
多
き
時
は
激
流
奮
躍
水
琴
喧
憾
頗
る
壮
観
を●

棲

む
と
云
ふ

｡
此
梶
を
隔
つ
少
許
左
岸
の
突
出
所
を
長

◎
鼻

と
科
す
｡

鳥
が
塙
淵

前
者
よ
か
少
許
の
左
樺
は
雀
卓
.
水
涯

の
岩
脚
及
其
裂
櫨
線
典
.U>
流
水
は
溶
解
n
れ
､
大
轡
入

及
数
個
図
形
の
奇
態
を
を
し
殊
は
人
目
を
惹
-
pJ
と
崩

場
淵
等
ほ
労
畢
ね
･Q
｡

呼
び
岩

前
者
固
南
の
高
所
は
在
る
岩
塊
を
-
｡
蓉

花
秋
紅
の
候
'
行
厨
を
携

へ
苗
に
遊
び
四
隣
の
秀
費
を

質
し
掘
る
を
忘
tP
J
も
の
多
-
'
賓
に
観
望
の

1
大
中

心
を
-
ー｡ロ

ヽ
後

車

の

景

乗
場
塩

島
が
髄
鞘
を
去
る
少
許
の
着
崖
は
二
個
の

●
●
●

立
岩
横
は

るO
rJ
を
夫

婦

岩

と
名
づ
-
｡
此
上
は
聾
ゆ

妨
六
鞭

巽

二

六
四

る
も
の
を
夫
婦
獄
と

い
ふ
｡
上
下
の
紋
樹
は
中
部
の
白

壁
を
包
み
装
容
を
表
は
す
｡

荒
瀬
洞
置

前
者
を
去
る
少
許
の
右
岸
に
在
身
､
大

石
友
岩
下
の
冷
水
沼
か
川
を
在
し
て
流
出
す
.
数
年
前

調
査
の
た
め
岩
を
穿
ち
て
洞
口
を
大
ほ
し
其
内
は
入
る

流
水
中
二
〇
米
を
進
め
ば

一
段
高
-
な

ヵ
､
何
十
米
進

み
事
と
｡
地
方
人
士
は
こ
れ
永
渡
村
の
恩
田
市
場
榊
原

方
面
の
ド
リ
ー
ネ
と
相
通
ず
る
地
下
水
の
流
水
口
た
る

を
改
-
.
そ
れ
或
は
然
ら
A
｡
然

ら
ば
恩
田
と
の
直
沸

距
離
は

一
肝
を
超
ゆ
れ
ば
､
其
規

模
の
長
大
に
し
て
此

峡
中
稀
有
の
も
の
周
る
を
瓜
は
し
む
｡
庸
開
墾
探
査
の

必
要
を
恕
む
｡

花
而
ド
リ

ー
ネ

ふ
肌
着
の
直
上
に
あ
少
､
所
謂
ヤ
マ

(ya
m
a
)
に

て口
径
短

一
光
､
長

一
米
車
に
過
ぎ
ざ
る
も

深
n
は
十
九
米
に
遷
す
'
峡
申
稀
有
の
井
状
ド
リ
ー
ネ

に
属
す
｡

花
街
洞
窟

前
者
を

去
る
数
百
米
の
険
崖
に
存
在

す
｡
洞
道
七
十
来
'
支
洞
十
五
米
に
過
ぎ
ざ
る
も
'
洞

申
悉
-
白
色
洋
館
新
築
の
美
観
を
量
L
p
大
天
井
鐘
乳



和
傘
下
の
紙
は
蜜
に
美
観
の
異
粋
ね
-
0

花
両
イ
タ
淵

前
者
よ
多
少
許
の
左
…1Lに
征

か
｡
水

経
の
常
人
催
し
-
且
穿
孔
の
大
な
る
も
の
多
し
､
抑
上

の
穴
岩
は
裂
醇
に
ょ
-
奇
形
を
_T
4す
る
も
の
､
或
は
墜

落
の
状
を
.;C4す
る
も
の
あ
-
'
久
井
L
に
茂
る
紋
樹
亦

淵
街
を
握

ふ
て
晒
し
｡
イ
ダ
の
群
姓
に

J･1
身
名
づ
-
'

長

さ
丘
正
米
｡

梅
未
淵

前
者
を
隔
つ
少
許
の
左
叫1L
大
岩
盤
の
中
に

在
-
｡
紙
状
と
な
す
'
起
き
三
六

米
'
幅
其
牛
'
深
さ

三
光
｡

花
面
狗
寛
恕

前
者
を
去
る
少
許
左
=.柿
に
饗
ゆ
る
秀

峰
｡
上
部
は
線
材
を
裟
3
'
下
部
は
白
JjLatを
裸
出
す
る

も
何
々
柏

･
つ
げ
等
の
却
綴
あ
-
て
紋
日
封
鷹
批
歴
の

解
姿
b
示
し
､
堰
堤
狗
翁
紐
の
勝
滋
に
弊
解
し
､
壷
客

の
愛
好
稽
-
龍
は
ざ
る
朗
の
も
の
カ
タ
｡
佃
花
市
の
名

稀
は
狭
発
に
は
喉
堤
下
右
…1i
の
花
面
を
の
み
指
称
す
る

も
､
之
を
朕
弟
に
絞
粥
し
右
=Li
の
永
野
地
及
左
･rLi
の
三

坂
地
と
も
総
柄
す
｡

◆ヤru
長
が
淵

前
者
に
近
-
左
…相
にこ
あ
さ
'
左
相
の
岩
雄

備
後
の
名
勝
下
帝
押
峡

ーこ
は
裂
併
多
-
並
列
し
樹
木
は
之
を
縫
ふ
｡
創
価
は
水

.%

図四

が

筋

吾長

涯
に
於
て
泣
蝕
の
た
め
洞
窟
形
の
孔
十
佃
を
形
成
し

一

大
奇
軌
を
=ーま
す
｡

ソ
ウ
ズ
ケ
淵

前
者
に
妊
-
右
…lii
に
和
み
'
大
岩
盤

の
中
に
穿
た
る
'
其
形
C3
士
に
似
た
-
､
和
刑
.杓
の
ド

M
1.(
.]

六
五



地

球

歩
二
十

1
容

リ
ー
ネ
ほ
流
入
す
る
水
は
此
細
は
流
出
す
｡

滑
抱

前
者
は
接
し
右
岸
に
在
み
.
殆
ん
ど
直
立
の

白
壁
な
る
も
上
下
は
債
に
樹
木
を
見
る
｡
洞
窟
の
存
在

●
●

は

一
歩
化
を
典
ふ
｡
之
は
接
す
る
左
樺
の
紺
を
滑

軸

と

名
づ
-
｡

丑
原
轍
(
父
原
赫
)

前
者
よ
き
少
許
左
岸
の
屈
曲
部

に
あ
る
直
立
の
大
小
二
岩
壁
が

1
の
椎
の
凹
線
ほ
て
粕

交
は
る
峻
峰
に
V
.
些

嘉

壁
は
各
々
宵
飴
米
の
高
さ

を
有
す
る
も
.
其
幅
小
は
二
〇
米
､
大
は
二
〇
〇
米
を

超
ゆ
｡
大
岩
壁
の
縦
平
面
は
上
部
凸
､
下
部
凹
を
覆
し
.

静
六
娩

巽

四

六
六

朗
々
に
嚢
櫨
穴
あ
あ
.
稜
々
斧
を
以
て
削
る
が
如

き
あ

カ
｡
興
亜

･
つ
げ
は
よ
し
之
等
を
粘
液
し
て
風
致

を
盤

ふ
｡
他
の
縦
車
両
は
於
て
は
､
上
凹
中
凸
下
凹
の
二
様

を
表
は
し
､
上
位
に
は
緑
樹
覆
以
立
岩
噛
下
せ
ん
と
す

る
も
の
あ
ヵ
'
申
億
は
異
相
の
裂
櫨
を
縫
ふ
あ
み
.
下

位
は
赤
線
樹
の
塵
茂
を
見
る
｡
此
等
岩
面
は

T
幅
の
活

壷
を
不
し
漫
趣
を
新
に
す
｡
此
峻
峰
の
偉
大
崇
高
は
賓

に
金
峡
申
稀
有
の
大
勝
景
は
て
観
客
の
嘆
稀
措
-
能
は

ざ
る
も
の
を
身
.

(
未
完
)

負

酪

農

工

業

-
-
･伊
寓
里
煉
乳
工
場

3
'
佐
賀
腺
西
北
部
在
る

1
小
漁
港
と
し
て
の
伊
寓
里

が
存
在
し
て
ゐ
る
O
rJ
rJ
か
ら
兼

へ
い
-
ら
も
を
5,と

こ
ろ
は
森
永
製
黄
昏
配
の
T
工
場
と
し
て
の
伊
寓
旦
煉

乳
工
場
が
あ
る
.
恩
ひ
っ
づ
-
る
乙
と
三
年
間
'
計
ら

ず
も
本
年
二
月
十
四
日
こ
こ
を
参
観
す
る
の
磯
骨
を
得

た
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
こ
の
煉
乳
万
両
-
即
ち
酪
農
方


